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天
明
四
年
五
月
、
高
桑
闌
更
は
京
都
東
山
の
双
林
寺
門
前
に
南
無
庵
を
設
け
、
芭
蕉
堂
を

し
つ
ら
え
た
。
そ
し
て
、
同
六
年
三
月
十
二
日
に
、
桜
木
の
芭
蕉
像
に
花
を
た
む
け
、
俳
諧

を
興
行
、
花
供
養
会
を
修
し
た
。
こ
の
俳
諧
興
行
を
巻
頭
に
し
て
、
諸
国
か
ら
の
奉
納
発
句

を
集
め
て
、『
花
供
養
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
現
在
確
認
で
き
る
『
花
供
養
』
は
、
天
明
六
年

か
ら
明
治
三
年
刊
本
ま
で
の
五
十
四
冊
（
但
し
、
天
保
十
四
年
刊
本
は
上
下
二
冊
組
み
で
あ

る
が
一
冊
と
し
て
扱
う
）
で
あ
る
。

　

こ
の
『
花
供
養
』
は
、
広
く
全
国
の
俳
人
を
収
録
し
、
天
明
・
寛
政
・
文
化
・
天
保
以
降

明
治
初
年
ま
で
の
八
十
年
余
り
の
俳
壇
を
概
観
す
る
に
足
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
下
、
１ 

刊
行
年
次
、
２ 

編
者
、
３ 

体
裁
、
４ 

刊
記
、
５ 

構
成
の
順
で
解
説
し
、
書

誌
一
覧
表
を
付
す
。

　
　
　

１　
刊
行
年
次

　
『
花
供
養
』
刊
行
の
時
期
は
、天
明
六
年
か
ら
明
治
二
年
興
行
、明
治
三
年
刊
ま
で
で
あ
る
。

多
く
は
、
三
月
十
二
日
の
花
供
養
会
の
連
句
・
発
句
を
集
め
て
刊
行
し
た
年
刊
句
集
で
、
刊

行
年
次
は
、
巻
頭
の
端
作
り
、
お
よ
び
序
跋
年
記
に
よ
り
確
定
で
き
る
。
寛
政
九
年
版
と
天
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要旨
　本稿は、『花供養』の書誌情報をまとめたものである。本書は、近世
後期の京都俳壇および全国俳人の動向を天明六年以降、明治二年までに
わたって網羅的に知ることが出来る資料である。また、書誌情報から歴
代の芭蕉堂堂主と『花供養』刊行との状況を明らかにすることができ、
堂主を援助する人物も知られた。本研究会は、現存する『花供養』を調
査し、本文を収集し、全体を把握することに努めた。併せて、文学史の
空白部分を補うことを目的としている。
　『花供養』の一部は、2009 年度末に、アート・リサーチセンターの
WEB サイトで公開の予定である。

abstract
	 “Hanakuyo” is a series of Haiku books which were published almost 
each year from 1786 to 1869 in Kyoto to cherish Matsuo Basho's memory. We 
have surveyed most of collection in Japan, and recognize that 54 volumes were 
published during the period. In this report, we represent the basic bibliography 
for each volume. The aim of our project is to find new understanding on the 
literary history of Haiku at the last part of Edo era through studying “Hanakuyo”. 
We are also making transliteration for all of them.
	 By the end of 2009 school year, we will open the result in the website of 
Art Research Center.
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保
十
二
年
版
と
は
年
次
を
記
さ
な
い
が
、
次
に
示
す
よ
う
に
年
次
を
判
定
し
た
。

　

寛
政
九
年
版
は
、
闌
更
が
堂
主
の
期
間
中
で
あ
る
こ
と
、
欠
本
は
天
明
八
年
と
寛
政
九
年

の
み
で
あ
る
が
、
刊
記
に
「
芭
蕉
堂
蔵
板
」
と
明
記
す
る
の
は
寛
政
八
・
十
・
十
一
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
寛
政
九
年
版
と
判
定
し
た
。
ま
た
、
天
保
十
二
年
版
に
つ
い
て
は
、
九
起
が
堂

主
を
務
め
た
期
間
中
で
あ
る
こ
と
、
天
保
十
四
年
以
降
に
あ
る
端
作
り
が
な
く
、
そ
れ
以
前

の
欠
本
が
十
二
年
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
保
十
二
年
版
と
判
定
し
た
。

　

次
に
、
年
刊
句
集
の
体
裁
に
拠
ら
な
い
例
が
あ
る
。
二
年
以
上
の
俳
諧
興
行
を
ま
と
め
て

刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

１　

文
化
八
・
九
年
興
行
、
同
九
年
刊
行
（
蒼
虬
主
催
）。

　
　

２　

文
化
十
一
・
十
二
・
十
三
年
興
行
、
同
十
三
年
刊
行
（
蒼
虬
主
催
）。

　
　

３　

嘉
永
元
年
・
二
年
興
行
、
同
二
年
刊
行
（
九
起
主
催
）。

　

俳
諧
興
行
・
書
冊
の
刊
行
が
確
認
で
き
な
い
年
も
あ
る
。

　
　

１　

天
明
八
年
は
、
同
年
一
月
の
大
火
に
よ
る
休
刊
と
推
察
さ
れ
る（
闌
更
主
催
）。

　
　

２　

寛
政
十
二
年
・
文
化
五
年
・
文
化
七
年
・
文
化
十
年
・
文
化
十
四
年
・
文
政
元
年

　
　
　
　

～
文
政
十
年
・
文
政
十
二
年
・
天
保
二
年
の
十
七
年
間
分（
い
ず
れ
も
蒼
虬
主
催
）。

　
　

３　

芭
蕉
堂
堂
主
の
交
代
期
の
天
保
六
年
か
ら
天
保
九
年（
蒼
虬
か
ら
朝
陽
へ
）、

　
　
　
　

嘉
永
四
年
・
嘉
永
五
年（
九
起
か
ら
公
成
へ
）、
明
治
元
年（
公
成
か
ら
良
大
へ
）。

　
　

４　

安
政
二
年（
公
成
主
催
）。

　
　
　

２　
編
者

　
『
花
供
養
』
の
編
者
は
、
堂
主
が
務
め
る
花
供
養
会
の
主
催
者
で
あ
る
。
編
者
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
　

高
桑
闌
更（
芭
蕉
堂
一
世
）	

天
明
六
年
・
同
七
年
・
寛
政
元
年
～
寛
政
十
年　

　
　

成
田
蒼
虬（
芭
蕉
堂
二
世
）	

寛
政
十
一
年
・
享
和
元
年
～
文
化
四
年
・
文
化
六
年
・	

	

同
九
年
・
同
十
三
年
・
文
政
十
一
年
・
天
保
元
年
・

　
　

	

同
四
年
～
同
五
年

　
　

簗
瀬
千
崖（
芭
蕉
堂
三
世
）	

天
保
三
年　
　

　
　

北
村
朝
陽（
芭
蕉
堂
四
世
）	

天
保
十
・
十
一
年　
　
　
　
　

　
　

北
村
九
起（
芭
蕉
堂
五
世
）	

天
保
十
二
年
～
嘉
永
三
年　
　

　
　

河
村
公
成（
芭
蕉
堂
六
世
）	

嘉
永
六
年
・
安
政
元
年
・
安
政
三
年
～
慶
応
三
年　
　

　
　

内
海
良
大（
芭
蕉
堂
七
世
）	

明
治
三
年

　

花
供
養
会
は
、
原
則
と
し
て
堂
主
が
主
催
す
る
の
で
あ
る
が
、
蒼
虬
の
堂
主
期
間
の
う
ち
、

文
化
十
二
・
十
三
年
、天
保
三
年
は
特
別
で
あ
る
。
文
化
十
二
年
は
得
終
尼
が
主
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
十
三
年
に
つ
い
て
は
、
千
崖
も
蒼
虬
と
と
も
に
亭
主
（
脇
句
）
を
務
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
俳
諧
興
行
二
巻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
通
例
で
は
主
催
者
の
俳
諧
興
行
一
巻
の
み
入

集
す
る
が
、
不
在
が
ち
な
堂
主
蒼
虬
が
留
守
を
預
る
千
崖
を
尊
重
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
天

保
三
年
に
つ
い
て
は
、
蒼
虬
が
『
花
供
養
』
の
最
後
に
発
句
の
み
入
集
し
て
い
る
が
、
千
崖

が
『
花
供
養
』
の
巻
頭
興
行
の
亭
主
（
脇
句
）
を
務
め
て
お
り
、
千
崖
の
主
催
で
あ
る
。

　
　
　
３　
体
裁

　
『
花
供
養
』
は
、
す
べ
て
半
紙
本
の
袋
綴
で
刊
行
さ
れ
た
。
表
紙
の
色
お
よ
び
模
様
に
つ

い
て
は
年
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
『
花
供
養
』
書
誌
一
覧
表
に
記
さ
な

か
っ
た
。

　

題
簽
に
は
、題
簽
一
覧
図
の
よ
う
に
書
体
の
異
な
る
八
種
類（
詳
細
に
は
十
種
類
）が
あ
る
。

闌
更
は
、
当
初
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
と
年
毎
に
題
簽
の
書
体
を
変
え
て
い
た
が
、
寛
政
三
年
か

ら
様
式
を
Ｅ
に
変
え
、
以
後
は
継
続
し
た
。
蒼
虬
は
、
闌
更
の
用
い
た
題
簽
Ｅ
を
継
承
す
る

が
、
文
政
十
一
年
か
ら
Ｇ
に
変
更
し
、
以
後
継
続
す
る
。
Ｇ
は
、
千
崖
・
朝
陽
・
九
起
・
良

大
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
た
だ
し
、
得
終
尼
が
関
わ
っ
た
文
化
十
三
年
版
の
み
は
Ｆ
に
な
り
、

書
肆
も
こ
の
年
の
み
は
菊
舎
太
兵
衛
（
其
篤
）
で
あ
る
。
ま
た
、
芭
蕉
百
五
十
回
忌
の
天
保
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Ａ　

天
明
六
年
（
白
鹿
）

Ｂ
１　

天
明
七
年　
「
花
供
養
」（
愛
知
県
大
）

Ｆ　

文
化
十
三
年
（
武
蔵
野
）

Ｂ
２　

天
明
七
年　
「
花
供
養　

南
無
庵
」（
綿
屋
）

Ｇ　

文
政
十
一
年
以
降　
　

天
保
四
年
（
立
教
）

Ｃ　

寛
政
元
年
（
桜
井
）

Ｈ
１　

天
保
十
四
年
（
芭
蕉
百
五
十
回
忌
）
上
（
立
教
）

Ｄ　

寛
政
二
年
（
月
明
）

Ｅ　

寛
政
三
年
以
降　
　

文
化
九
年
（
石
川
歴
博
）

〈 

題
簽
一
覧 

〉　　
（
書
誌
一
覧
表
凡
例
参
照
。
以
下
同
。）

Ｈ
２　

天
保
十
四
年
（
芭
蕉
百
五
十
回
忌
）
下
（
立
教
）
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十
四
年
版
の
み
が
Ｈ
で
あ
る
。

　

内
題
は
、
天
明
六
年
版
に
「
丙
午
花
供
養
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
『
花
供
養
』
の
丁
数
は
、
寛
政
元
年
版
の
十
丁
が
最
も
少
な
く
、
天
保
十
四
年
版
芭
蕉

百
五
十
回
忌
の
百
九
丁
が
最
も
大
部
で
あ
る
。
天
明
六
年
か
ら
寛
政
三
年
ま
で
は
二
十
丁
前

後
の
小
冊
で
あ
る
。
寛
政
四
年
か
ら
の
数
年
間
は
芭
蕉
百
回
忌
（
寛
政
五
年
）
の
影
響
か
ら

増
加
し
て
い
き
、
さ
ら
に
、
天
保
期
以
後
は
六
十
丁
前
後
へ
と
増
加
す
る
。

　

端
作
り
は
、
寛
政
元
年
版
「
寛
政
元
酉
年
三
月
十
二
日
於
南
無
庵
興
行
」
と
、
天
保
十
四

年
以
降
に
「
天
保
十
五
年
甲
辰
三
月
十
二
日
花
供
養
会
」
な
ど
と
あ
る
。

　

袋
は
、
①
菊
舎
太
兵
衛
（
其
成
）
版
・
②
芭
蕉
堂
版
・
③
芭
蕉
百
五
十
回
忌
版
の
三
種
類

が
知
ら
れ
る
。『
花
供
養
』
袋
一
覧
を
示
す
。

天明六年から寛政七年までは、書林菊舎（太兵衛）の出
版であり、同期間中に使用されたものと推察される。

①
「
蕉
門
書
林
菊
舎
」
版
袋
（
寛
政
三
年　

堀
家
）

③
「
芭
蕉
翁
百
五
十
回
忌
」
版
袋
（
天
保
十
四
年　

月
明
）

寛政八年から芭蕉堂の蔵板となり、以後継続したもの
と推察される。なお、左肩に贈呈先の名前を記す付箋
があり、一行目と二行目の間には熨斗がある。

②
「
芭
蕉
堂
」
版
袋
（
元
治
元
年　

小
林
）
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４　
刊
記

　
『
花
供
養
』
の
出
版
に
関
わ
っ
た
版
元
等
は
、
刊
記
に
よ
れ
ば
、
蕉
門
俳
諧
書
林 

菊
舎
太

兵
衛
（
其
成
）、「
芭
蕉
堂
蔵
板
」、
書
林 

桃
林
堂 

勝
田
喜
右
衛
門
、
芭
蕉
堂
書
林 

橘
栄
堂 

勝
田
善
助
、
蕉
門
俳
諧
書
林 

菊
舎
太
兵
衛
（
其
篤
）、
御
摺
物
所 

湖
月
堂 

菊
屋
平
兵
衛
、

蕉
門
御
摺
物
所 
湖
雲
堂 

近
江
屋
利
助
が
あ
る
。
次
に
、
単
独
の
刊
行
や
二
軒
の
刊
行
な
ど

を
区
別
せ
ず
に
刊
記
を
一
覧
す
る
。

	

○	

蕉
門
俳
諧
書
林 

菊
舎
太
兵
衛
（
其
成
）

―

			



天
明
六
年
・
同
七
年
・
寛
政
元
年
～
同
七
年

	

○	

「
芭
蕉
堂
蔵
板
」

―	
寛
政
八
年
～
同
十
一
年

	

○	

書
林 

桃
林
堂 

勝
田
喜
右
衛
門 
― 
寛
政
十
一
年
・
享
和
元
年
～
文
化
二
年

	

○	

芭
蕉
堂
書
林 

橘
栄
堂　

勝
田
善
助 
―

			




享
和
三
年
～
文
化
四
年
・
同
六
年
・
同
九
年

	

○	

蕉
門
俳
諧
書
林 

菊
舎
太
兵
衛
（
其
篤
）

― 
文
化
十
三
年

	

○	

御
摺
物
所 

湖
月
堂 

菊
屋
平
兵
衛 

―

			




天
保
元
年
・
同
三
年
～
同
五
年
・
天
保
十
年
・
同
十
一
年
・

			




同
十
四
年
・
弘
化
二
年
・
同
四
年
・
嘉
永
三
年

	

○	

蕉
門
御
摺
物
所 

湖
雲
堂　

近
江
屋
利
助 

―

			




天
保
十
三
年
・
弘
化
元
年
・
同
三
年
・
嘉
永
二
年
・
同
六
年
・

			




安
政
元
年
・
同
五
年
・
同
六
年

	

○	

未
詳
（
無
刊
記
）
―	

文
政
十
一
年
・
天
保
十
二
年
・
安
政
三
年
・
同
四
年
・

			




万
延
元
年
～
慶
応
三
年
・
明
治
三
年

　

菊
舎
太
兵
衛
（
其
成
）
は
単
独
刊
行
。
寛
政
八
年
に
「
芭
蕉
堂
蔵
板
」
と
な
り
、
刊
記
に

菊
舎
太
兵
衛
（
其
成
）
の
名
が
見
え
な
く
な
る
。
寛
政
十
一
年
、
蒼
虬
に
引
き
継
が
れ
る
と
、

書
肆
勝
田
喜
右
衛
門
を
用
い
、
さ
ら
に
享
和
三
年
か
ら
同
族
と
推
察
さ
れ
る
書
肆
勝
田
善
助

が
加
わ
り
、
二
書
肆
の
協
調
関
係
が
生
じ
る
。
文
化
三
年
か
ら
同
九
年
ま
で
は
、
勝
田
善
助

の
単
独
刊
行
と
な
る
。
そ
の
後
、
文
化
十
三
年
の
み
菊
舎
太
兵
衛
（
其
篤
）
が
参
入
す
る
。

そ
の
後
、
天
保
元
年
か
ら
は
摺
物
所
の
湖
月
堂
菊
屋
平
兵
衛
に
な
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
朝
陽

に
引
き
継
が
れ
、
九
起
に
代
替
わ
り
し
た
天
保
十
三
年
か
ら
は
、
摺
物
所
の
湖
雲
堂
近
江
屋

利
助
が
加
わ
り
、
九
起
主
催
の
書
冊
は
こ
の
二
摺
物
所
が
交
互
に
単
独
で
担
当
す
る
に
至
る
。

安
政
三
年
以
降
、
公
成
に
引
き
継
が
れ
て
か
ら
は
、
無
刊
記
と
な
る
が
、
安
政
五
・
六
年
の

み
近
江
屋
利
助
の
名
が
見
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
花
供
養
会
の
主
催
者
に
よ
っ
て
書
林
・
摺

物
所
が
変
わ
り
、
な
か
で
も
蒼
虬
時
代
の
変
更
が
最
も
大
き
い
。

　

な
お
、
安
政
四
・
五
年
に
の
み
「
池
田
要
人
書
」
の
奥
書
が
あ
る
。

　
　
　

５　
構
成

　
『
花
供
養
』
の
構
成
は
概
ね
、
序
文
・
巻
頭
俳
諧
興
行
・
諸
国
奉
納
発
句
お
よ
び
連
句
・

巻
頭
俳
諧
興
行
連
中
の
発
句
・
跋
文
・
刊
記
か
ら
な
る
。
巻
頭
俳
諧
興
行
・
諸
国
奉
納
発
句
・

巻
頭
俳
諧
興
行
連
中
の
発
句
の
構
成
は
、義
仲
寺
『
し
ぐ
れ
会
』
に
倣
う
も
の
で
、闌
更
が
『
し

ぐ
れ
会
』
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
蒼
虬
以
降
の
堂
主
は
様
々
に
工
夫
し
発
展
さ

せ
大
部
な
書
冊
と
し
て
い
く
が
、
基
本
の
巻
頭
俳
諧
興
行
・
諸
国
奉
納
発
句
の
構
成
は
崩
し

て
い
な
い
。『
花
供
養
』
に
は
序
文
を
入
れ
る
こ
と
を
原
則
と
し
、跋
文
は
無
い
こ
と
が
多
い
。

『
花
供
養
』
の
序
文
の
多
く
は
、
地
方
の
俳
諧
作
者
の
執
筆
で
あ
る
。

　

句
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
芭
蕉
追
善
の
性
格
を
持
つ
が
、「
花
供
養
」
と
言
い
な
が
ら
花

の
句
に
限
定
す
る
傾
向
が
次
第
に
弱
く
な
り
、
花
の
句
以
外
の
春
や
四
季
折
々
の
句
が
散
見

さ
れ
る
。

　
『
花
供
養
』
の
入
集
地
域
を
概
観
す
る
と
、
京
・
大
坂
、
そ
の
周
辺
の
近
江
・
播
磨
・
丹

波
が
多
く
、
す
べ
て
の
書
冊
に
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
地
域
に
次
い
で
、
山
陽
道
・
西

海
道
・
南
海
道
・
北
陸
道
も
多
い
。
ま
た
、
山
陰
道
・
東
海
道
・
東
山
道
・
蝦
夷
・
函
館
・

壱
岐
・
対
馬
・
朝
鮮
国
か
ら
の
入
集
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
花
供
養
』
の
入
集
状

況
は
、
お
よ
そ
全
国
を
網
羅
し
て
い
る
と
言
え
る
。

	
	

『
花
供
養
』書
誌



	
A

RT RESEA
RC

H  v
o

l.10

123

　

な
お
、
本
研
究
会
で
は
、『
花
供
養
』
全
作
品
の
翻
刻
作
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、

そ
の
本
文
の
一
部
は
、
二
〇
〇
九
年
度
末
ま
で
に
、
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の

W
EB

サ
イ
ト
上
で
公
開
の
予
定
で
あ
る
。

通
し

番
号

年　

次

外
題・内
題・端
作
り

編
者

序　

文

巻
頭
発
句　

脇

跋
文　

＊
奥
付

刊　

記

丁
数

底
本

備　

考

1

天
明
六
年

※
Ａ

丙
午
花
供
養（
内
）
闌
更
な
し

闌
更　

渭
川

な
し

蕉
門
書
林　
　
　

菊
舎
太
兵
衛　

京
三
条
通
御
幸
町
西
ェ
入
丁

14

糸
井

2

天
明
七
年

※
B
１

※
B
２

闌
更
天
明
丁
未
春

芭
蕉
堂
社
中

闌
更　

略

な
し

蕉
門
書
林　
　
　

菊
舎
太
兵
衛　

京
三
条
通
御
幸
町
西
ェ
入
町

17

愛
知
県
大

（
題
簽

Ｂ
２
綿
屋
）

 

○　

天
明
八
年

3

寛
政
元
年

※
Ｃ

寛
政
元
酉
年
三
月

十
二
日
於
南
無
庵

興
行
（
端
）

闌
更
な
し

蘆
涯　

闌
更

な
し

蕉
門
書
林　
　
　

菊
舎
太
兵
衛　

京
三
条
御
幸
町
西
ェ
入
ル

10

桜
井

本
文
追
加
有
り
。

4

寛
政
二
年

※
Ｄ
（
月
明
）

闌
更
寛
政
二
戌
と
し
（
無
署
名
）

羅
水　

闌
更

な
し　

＊
寛
政
二
庚
戌
年
春
三
月

蕉
門
書
林　
　
　

菊
舎
太
兵
衛　

京
三
条
通
御
幸
町
西

25

愛
知

県
大

諸
本
追
加
異
同
有
り
。

凡　

例

一　

本
表
は
、『
花
供
養
』
の
書
誌
一
覧
で
あ
る
。

一　

本
表
は
、
使
用
の
便
を
考
慮
し
て
通
し
番
号
を
付
し
た
。
な
お
、
○
印
は
、
現
時
点
で
は
版

　
　

本
の
有
無
が
確
認
で
き
な
い
年
で
あ
る
。

一　

※
印
は
、
題
簽
に
「
花
供
養
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
Ａ
以
下
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、『
花

　
　

供
養
』〈
題
簽
一
覧
〉（
本
稿
１
２
６
頁
）
に
付
し
た
記
号
で
あ
る
。

一　

丁
数
は
、
底
本
と
し
た
裏
表
紙
見
返
し
に
刊
記
が
あ
る
場
合
は
一
丁
と
し
て
数
え
た
。
遊
紙

　
　

の
あ
る
書
冊
は
な
い
。

一　

底
本
等
の
略
記
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

愛
知
県
大　

愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

石
川
歴
博　

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

糸
井　
　
　

京
都
府
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館
糸
井
文
庫
蔵
本

　
　
　

柿
衛　
　
　

柿
衛
文
庫
蔵
本

　
　
　

月
明　
　
　

石
川
県
立
図
書
館
月
明
文
庫
蔵
本　

『
花
供
養
』
書
誌
一
覧
表

　
　
　

小
林　
　
　

小
林
孔
蔵
本

　
　
　

桜
井　
　
　

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
桜
井
武
次
郎
旧
蔵
本　

　
　
　

三
康　
　
　

三
康
図
書
館
蔵
本

　
　
　

竹
冷　
　
　

東
京
大
学
附
属
図
書
館
竹
冷
文
庫
蔵
本

　
　
　

白
鹿　
　
　

兵
庫
県
西
宮
市
笹
部
桜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
寄
託
―
蔵
本

　
　
　

弘
前　
　
　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
石
見
文
庫
蔵
本

　
　
　

堀
家　
　
　

京
都
府
城
陽
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
堀
家
マ
イ
ク
ロ
資
料
（
堀
家
蔵
本
）

　
　
　

武
蔵
野　
　

武
蔵
野
大
学
附
属
図
書
館
前
田
利
治
旧
蔵
本　

　
　
　

綿
屋　
　
　

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
本

　
　
　

立
教　
　
　

立
教
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　

一　

袋
の
現
存
す
る
も
の
は
、備
考
欄
に
『
花
供
養
』
袋
一
覧
（
本
稿
●
頁
）
の
番
号
を
記
し
た
。

一　

備
考
欄
に
は
、
袋
の
残
存
状
況
の
他
、
芭
蕉
堂
堂
主
の
動
向
・
翻
刻
資
料
の
参
考
と
な
る
も

　
　

の
な
ど
を
記
し
た
。

	
	

『
花
供
養
』書
誌



	
A

RT RESEA
RC

H  v
o

l.10

122

5

寛
政
三
年

※
Ｅ

闌
更
寛
政
亥
の
年
弥
生
中
の
二
日

可
能

清
秋　

闌
更

蘆
涯

＊
寛
政
三
辛
亥
三
月

蕉
門
書
林　
　
　

菊
舎
太
兵
衛　

京
三
条
通
寺
町
西
入
丁

26

月
明

堀
家
本
袋
①

6

寛
政
四
年

※
Ｅ

闌
更
寛
政
よ
つ
の
と
し　

山
亭

山
亭　

闌
更

な
し

蕉
門
書
林　
　
　

菊
舎
太
兵
衛　

京
三
条
通
寺
町
西
ェ
入
丁

40

月
明

7

寛
政
五
年

※
Ｅ

闌
更
寛
政
五
年
春

四
山
亭
�
水

�
水　

闌
更

な
し

御
俳
諧
書
林　
　

菊
舎
太
兵
衛　

京
三
条
通
寺
町
西

49

白
鹿

8

寛
政
六
年

※
Ｅ

闌
更
寛
政
む
つ
と
ら
の
と
し

竹
堂
主
人

斗
流　

闌
更

な
し

＊
寛
政
六
甲
寅
三
月

蕉
門
俳
諧
書
林　

菊
舎
太
兵
衛　

京
三
条
通
寺
町
西
入

45

小
林

諸
本
追
加
異
同
有
り
。

堀
家
本
袋
①

9

寛
政
七
年

※
Ｅ

闌
更
寛
政
乙
卯
三
月

平
安　

大
来
堂
百
池

蜃
洲　

闌
更

日
野
の
淇
竹

蕉
門
書
林　
　
　

菊
舎
太
兵
衛　

京
三
条
通
寺
町
西

49

白
鹿

一
茶
全
集
に
翻
刻
掲
載

10

寛
政
八
年

※
Ｅ

闌
更
寛
政
丙
辰
弥
生
十
二
日

加
賀
蒼
虬

兎
仙　

闌
更

な
し

洛
東　

芭
蕉
堂
蔵
板

67

白
鹿

11

寛
政
九
年

※
Ｅ

闌
更
伏
水　

あ
し
丸

百
池　

闌
更

な
し

洛
東　

芭
蕉
堂
蔵
板　

42

小
林

12

寛
政
十
年

※
Ｅ

闌
更
寛
政
十
午
三
月

能
浦
黒
島
獅
子
窟
玻
井

蜃
洲　

闌
更

な
し

芭
蕉
堂
蔵
板

40

月
明

闌
更　

寛
政
十
年
五
月
三

日
没
。

13

寛
政
十
一
年

※
Ｅ

蒼
虬
寛
政
未
の
春　

瑞
馬

蒼
虬　

鹿
古

な
し

洛
東　

芭
蕉
堂
蔵
板

書
林　

勝
田
喜
右
衛
門　

京
四
条
通
河
原
町
西
ヘ
入
丁　

33

白
鹿

 

○　

寛
政
十
二
年

14

享
和
元
年

※
Ｅ

蒼
虬
可
董

百
池　

蒼
虬

享
和
元
年
春　

友
国

書
林　

勝
田
喜
右
衛
門　

京
御
幸
町
錦
小
路
上
ル

28

桜
井

15

享
和
二
年

※
Ｅ

蒼
虬
享
和
二
年
壬
戌
春

な
に
は
の
米
彦

岱
李　

蒼
虬

田
禾

書
林　

勝
田
喜
右
衛
門　

京
御
幸
町
錦
小
路
上
ル　

30

弘
前

16

享
和
三
年

※
Ｅ
（
推
定
）

蒼
虬
享
和
三
の
と
し
や
よ
ひ
な
か
ば

西
湖
素
人

葦
笠　

蒼
虬

な
し

京
都
書
林　

勝
田
喜
右
衛
門　

御
幸
町
錦
小
路
上
ル
町 

　
　
　
　
　

勝
田
善
助　

烏
丸
通
下
立
売
上
ル
町

24

弘
前

17

文
化
元
年

※
Ｅ

蒼
虬
文
化
紀
元
甲
子
春

執
古
堂
葦
笠

武
陵　

蒼
虬

な
し

京
都
書
林　

桃
林
堂　

勝
田
喜
右
衛
門　

御
幸
町
錦
小
路
上

　
　
　
　
　

橘
栄
堂　

勝
田
善
助　

烏
丸
下
立
売
上

25

綿
屋

18

文
化
二
年

※
Ｅ

蒼
虬
文
化
二
乙
丑
の
と
し
姑
洗
中

の
二
日

湖
西
白
鴎
居
千
賀
雄

乙
都
留　

蒼
虬
な
し

京
都
書
林　

勝
田
喜
右
衛
門　

御
幸
町
錦
小
路
上
ル
町

　
　
　
　
　

勝
田
善
助　

烏
丸
通
下
立
売
上
ル
町

36

月
明

19

文
化
三
年

※
Ｅ

蒼
虬
文
化
三
年
と
ら
の
弥
生

志
宇 

阿
年　

蒼
虬

な
し

書
林 

橘
栄
堂 

勝
田
善
助　

京
都
烏
丸
下
立
売
上

48

糸
井

20

文
化
四
年

※
Ｅ

蒼
虬
文
化
四
卯
春
三
月

伯
陽
応
響
舎
沾
雪

恕
裕　

蒼
虬

な
し

芭
蕉
堂
書
林 

勝
田
善
助　

京
都
烏
丸
下
立
売
上

46

竹
冷

 

○　

文
化
五
年

21

文
化
六
年

※
Ｅ

蒼
虬
文
化
む
つ
の
春
三
月

鳩
の
屋
文
常

素
人　

蒼
虬

大
蕪

芭
蕉
堂
書
林 

勝
田
善
助　

烏
丸
下
立
売
上
ル
町

37

石
川

歴
博

 

○　

文
化
七
年

22

文
化
八
年　

文
化
九
年

※
Ｅ

蒼
虬
文
化
壬
申
六
月　

芙
九

恕
風　

蒼
虬

蕪
巾　

蒼
虬

文
化
九
年
壬
申　

篤
老
芭
蕉
堂
書
林 
勝
田
善
助　

烏
丸
下
立
売
上
ル
町

47

糸
井

 

○　

文
化
十
年
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23

文
化
十
一
年

文
化
十
二
年

文
化
十
三
年

同

※
Ｆ

蒼
虬
文
化
丙
子
晩
春
中
二
日

久
留
米
芦
月

杜
蓼　

蒼
虬

金
菜　

得
終

文
常　

蒼
虬

十
壺　

千
崖

な
し

蕉
門
俳
諧
書
林　

菊
舎
太
兵
衛　

京
三
条
麩
屋
町
東
ェ
入

47

白
鹿

文
化
十
二
年
は
得
終
主
催
。

同
十
三
年
は
蒼
虬・千
崖
主
催
。

書
林
菊
舎
は
三
世
其
篤
。

諸
本
追
加
異
同
有
り
。

 

○　

文
化
十
四
年
・
文
政
元
年
～
同
十
年

24

文
政
十
一
年

※
Ｇ

蒼
虬
文
政
戊
子
晩
冬

ち
ぬ
の
浦
擔
�

僲
草　

蒼
虬

な
し

無
刊
記

27

白
鹿

 

○　

文
政
十
二
年

25

天
保
元
年

※
Ｇ

蒼
虬
文
政
庚
寅
の
暮
春　

楽
斎

芳
英　

蒼
虬

な
し

御
摺
物
所 

湖
月
堂　

菊
屋
平
兵
衛　

京
東
洞
院
通
仏
光
寺
上
ル
町

45

白
鹿

 

○　

天
保
二
年

26

天
保
三
年

※
Ｇ

千
崖
天
保
三
年
壬
辰
晩
春

湖
東
里
童

麦
洋　

千
崖

な
し

御
摺
物
所 

湖
月
堂　

菊
屋
平
兵
衛　

京
東
洞
院
通
仏
光
寺
上
ル
町

53

糸
井

蒼
虬
は
発
句
の
み
入
集

27

天
保
四
年

※
Ｇ

蒼
虬
天
保
四
年
癸
巳
春

西
湖
北
馬

芹
舎　

蒼
虬

な
し

御
摺
物
所 

湖
月
堂　

菊
屋
平
兵
衛　

京
東
洞
院
通
仏
光
寺
上
ル
町

57

糸
井

28

天
保
五
年

※
Ｇ

蒼
虬
天
保
五
午
晩
春 

竹
酔
叟
太
老

霞
柳　

蒼
虬

な
し

御
摺
物
所　
　
　
　

 

菊
屋
平
兵
衛　

京
東
洞
院
仏
光
寺
上
ル

57

白
鹿

 

○　

天
保
六
年
～
同
九
年

29

天
保
十
年

※
Ｇ

朝
陽
天
保
十
亥
年
三
月 
太
室

志
可
寿　

朝
陽
な
し　
　
　
　
　
　
　

＊
天
保
十
年
己
亥
春

御
摺
物
所 

湖
月
堂　

菊
屋
平
兵
衛　

京
東
洞
院
通
仏
光
寺
上
ル
町

39

白
鹿

30

天
保
十
一
年

※
Ｇ

朝
陽
備
陽　

一
亭
改
志
郎

香
雪　

朝
陽

な
し　
　
　
　
　
　
　

＊
天
保
十
一
歳
庚
子
春
御
摺
物
所　
　
　
　

 

菊
屋
平
兵
衛　

京
東
洞
院
仏
光
寺
上
ル

51

立
教

諸
本
追
加
異
同
有
り
。

立
教
大
本
袋
②

31

天
保
十
二
年

※
Ｇ

九
起
山
陰　

九
華

赤
鱗　

九
起

な
し

無
刊
記

61

桜
井

32

天
保
十
三
年

※
Ｇ

九
起
天
保
壬
寅
春

西
湖
山
川
楚
蕉

鷺
洲　

九
起

な
し

御
摺
物
細
工
所　
　

 

近
江
屋
利
助　

京
四
条
通
寺
町
東
へ
入

73

桜
井

33

天
保
十
四
年

※
H
１
・
２　
　

芭
蕉
翁
百
五
十
回

忌
法
筵
於
洛
東
円

山
安
養
寺
端
之
寮

天
保
癸
卯
春
三
月

十
二
日
正
式
俳
諧

（
端
）

九
起

能
登
正
院　

春
藤
鳳
兮
鵞
／

備
岡
山　

半
化
堂
孤
山
／

吉
備
笠
岡　

塚
本
淡
亨
／

播
陽　

水
音
室
霞
村
／

防
州
宝
積　

帰
岫
庵
閑
雲
／

大
村
藩　

金
谷
福
田
賢

翁　
　

九
起

吉
備
笠
岡　

片
家
史
也
御
摺
物
所　
　
　
　

 

菊
屋
平
兵
衛　

京
東
洞
院
仏
光
寺
上
ル

109

立
教

諸
本
序
文
異
同
有
り
。

月
明
本
袋
③

34

弘
化
元
年

※
Ｇ

天
保
十
五
年
甲
辰

三
月
十
二
日
花
供

養
会
（
端
）

九
起
保
辰
晩
春

湖
南
信
楽
鷺
洲
／

天
保
十
五
甲
辰
春

越
那
古　

松
清
堂
子
邁

鳳
兮　

九
起

な
し

御
す
り
物
師　
　
　

 

近
江
屋
利
助　

京
四
条
寺
町
東
へ
入

60

月
明

35

弘
化
二
年

※
G

弘
化
二
年
乙
巳
三

月
十
二
日
花
供
養

会
（
端
）

九
起
伯
耆　

田
中
乙
美

和
鳴　

九
起

な
し

御
摺
物
所　
　
　
　

 

菊
屋
平
兵
衛　

京
東
洞
院
仏
光
寺
上
ル

76

桜
井

諸
本
追
加
異
同
有
り

36

弘
化
三
年

※
Ｇ

弘
化
三
歳
丙
午
三

月
十
二
日
花
供
養

俳
諧
（
端
）

九
起
丙
午
春　

加
州
我
柳　

竹
月　

九
起

な
し

御
す
り
物
師　
　
　

 
近
江
屋
利
助　

京
四
条
寺
町
東
へ
入

72

白
鹿
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37

弘
化
四
年

※
Ｇ

弘
化
四
歳
丁
未
三

月
十
二
日
花
供
養

俳
諧
（
端
）

九
起
城
南　

時
少
葊
老
波

子
邁　

九
起

な
し

御
摺
物
細
工
所　
　

 

菊
屋
平
兵
衛　

京
東
洞
院
仏
光
寺
上
ル

68

小
林

38

嘉
永
元
年

嘉
永
二
年

※
Ｇ

嘉
永
元
年
戊
申
三

月
十
二
日
花
供
養

俳
諧
（
端
）

嘉
永
二
年
己
酉
三

月
十
二
日
花
供
養

俳
諧
（
端
）

九
起
平
安　

丘
花
園　

聴
洋　

九
起

千
干　

九
起

な
し

御
す
り
物
師　
　
　

 

近
江
屋
利
助　

京
四
条
寺
町
東
へ
入

69

白
鹿

立
教
大
本
袋
②

39

嘉
永
三
年

※
Ｇ

嘉
永
三
庚
戌
三
月

十
二
日
花
供
養
俳

諧
（
端
）

九
起
肥
後　

雪
茶

酔
茶　

九
起

な
し

御
摺
物
細
工
所　
　

 

菊
屋
平
兵
衛　

京
東
洞
院
仏
光
寺
上
ル

40

立
教

立
教
大
本
袋
②

 

○　

嘉
永
四
年
・
嘉
永
五
年

40

嘉
永
六
年

※
Ｇ

嘉
永
六
年
癸
丑
三

月
十
二
日
花
供
養

会
（
端
）

公
成
嘉
永
む
つ
丑
の
弥
生

播
磨　

朗
霞
古
谷

可
樵　

公
成

な
し

御
す
り
物
師　
　
　

 

近
江
屋
利
助　

京
四
条
寺
町
東
へ
入

63

小
林

立
教
大
本
袋
②

41

安
政
元
年

※
Ｇ

嘉
永
七
年
甲
寅
三

月
十
二
日
花
供
養

会
（
端
）

公
成
嘉
永
七
年
寅
三
月

芳
麓　

可
樵

北
梅　

公
成

な
し

御
集
冊
す
り
物
師　

湖
雲
堂　

近
江
屋
利
助

　

皇
都
四
条
通
寺
町
東
へ
入
南
側

59

月
明

立
教
大・三
康
本
袋
②

 

○　

安
政
二
年

42

安
政
三
年

※
Ｇ

安
政
三
年
丙
辰
三

月
十
二
日
花
供
養

会
（
端
）　　

公
成
安
政
三
年
丙
辰
晩
春

大
隅　

太
素

梅
甘　

公
成

な
し

無
刊
記　

61

白
鹿

諸
本
追
加
異
同
有
り

43

安
政
四
年

※
Ｇ

安
政
四
年
丁
巳
三

月
十
二
日
花
供
養

会
（
端
）

公
成
安
政
四
年
暮
春

篠
山　

門
生
士
常
薫
浴

梅
城　

公
成

な
し

＊
故
東
籬
亭
三
男
池
田

要
人
書

無
刊
記

56

三
康

44

安
政
五
年

※
Ｇ

安
政
五
年
戊
午
三

月
十
二
日
花
供
養

会
（
端
）

公
成
時
政
午
春　

平
安
何
羨　

如
九　

公
成

な
し

＊
池
田
要
人
書

蕉
門
御
摺
物
所　
　

 

湖
雲
堂　

近
江
屋
利
助

　

京
四
条
寺
町
東
へ
入
御
旅
町

54

白
鹿

45

安
政
六
年

※
Ｇ
（
柿
衛
）

安
政
六
年
己
未
三

月
十
二
日
花
供
養

会
（
端
）

公
成
安
政
己
未
春　

司
水

竹
仙　

公
成　

な
し

蕉
門
御
摺
物
所　
　

 

湖
雲
堂　

近
江
屋
利
助

　

京
四
条
寺
町
東
へ
入
御
旅
町

62

月
明

46

万
延
元
年

※
Ｇ

安
政
七
年
庚
申
三

月
十
二
日
花
供
養

会
（
端
）

公
成
庚
申
晩
春

周
防
玉
櫛
の
浜
口　

畊
玉
堂

笠
水

謝
風　

公
成　

な
し

無
刊
記　

61

桜
井
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47

文
久
元
年

※
Ｇ

文
久
元
年
辛
酉
三

月
十
二
日
花
供
養

会（
端
）

公
成
客
雲
山
人
石
友

黍
丘　

公
成

な
し

無
刊
記　

48

白
鹿

48

文
久
二
年　

※
Ｇ

文
久
二
年
壬
戌
三

月
十
二
日
花
供
養

会（
端
）

公
成
福
原　

簫
卜
二
秋
庵　

鶴
巣　

公
成　

な
し

無
刊
記　

44

桜
井

綿
屋
本
袋
②

49

文
久
三
年

※
Ｇ

文
久
三
年
癸
亥
三

月
十
二
日
花
供
養

会（
端
）

公
成
与
謝
人　

梅
渓
楳
田
氏

山
士　

公
成　

な
し

無
刊
記

43

糸
井

三
康
本
袋
②

50

元
治
元
年

※
Ｇ

元
治
元
年
甲
子
三

月
十
二
日
（
端
）

公
成
元
治
元
年
弥
生
な
か
ば

素
酔

宇
甲　

公
成

な
し

無
刊
記

38

小
林

小
林
本
袋
②

若
葉
会
興
行
有
り
。

51

慶
応
元
年

※
Ｇ

元
治
二
年
乙
丑
三

月
十
二
日
（
端
）

公
成
丑
の
弥
生　

素
知
園
春
松

松
声　

公
成

な
し

無
刊
記

44

桜
井

52

慶
応
二
年

※
Ｇ

慶
応
二
年
丙
寅
三

月
十
二
日
（
端
）

　

公
成
慶
応
二
丙
寅
年
季
春

皇
都　

喜
寿
翁
浮
藤
生
眼
一

乗

錦
水　

公
成

な
し

無
刊
記

41

白
鹿

53

慶
応
三
年

※
Ｇ

慶
応
三
年
丁
卯
三

月
十
二
日
花
供
養

会(

端)　

公
成
慶
応
三
年
丁
卯
春
月

江
戸
龍
尾
園　

香
城
／

丁
卯
春
日　

平
安
眼
医
仙
心

香
城　

公
成　

な
し

無
刊
記

50

桜
井

別
紙
公
成
の
挨
拶
文
付

 

○　

明
治
元
年

54

明
治
二
年
興
行

明
治
三
年
序

※
Ｇ

明
治
二
年
己
巳
弥

生
十
二
日
花
供
養

会(

端)　

良
大
明
治
庚
午
春

岡
盟
叟
梅
裡
／

松
が
崎
の
松
葉
掻　

素
兄　

翁　
　

良
大

な
し

無
刊
記

45

桜
井

紅
葉
供
養
あ
り
。

『
花
洛
名
勝
発
句
集
』
広
告

付
。
別
紙
花
供
養
募
句
ち

ら
し
付
。

〔
参
考
文
献
〕

桜
井
武
次
郎
「
花
供
養
」（
大
阪
俳
文
学
研
究
会
「
会
報
」
三
十
八
号
・
平
成
十
六
年
）

〔
付
記
〕

調
査
に
あ
た
り
、
各
図
書
館
・
文
庫
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

備
考　

明
治
15
年
３
月　
　
　

九
起
没

　
　
　

明
治
25
年
９
月
14
日　

良
大
没

	
	

『
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